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柴田副議長  皆さん、おはようございます。 

 今年度、第７回社会教育委員の会議を始めさせていただきます。 

 本日は、議長の原嶋さんが体調不良のため欠席されますので、私

が議長をかわって務めさせていただきたいと思います。不慣れです

けれども、よろしくお願いいたします。 

 それでは、議題のレジュメをごらんください。 

 最初に資料の確認を事務局からお願いいたします。 

 

石原生涯学習課長 では、事務局のほうから資料の確認をさせていただきます。 

 

小堀生涯学習係長 それでは済みません、事務局からです。 

 欠席のご連絡をいただいているのは、原嶋議長と長坂委員になっ

ております。 

 資料の確認になりますけれども、順番に、社会教育委員の会議会

議録（第４回、第５回分）。こちらには書いてありませんが、生涯

学習情報コーナーについて、狭山市の資料が１部。第２次小金井市

生涯学習推進計画の進捗状況調査（平成２７年度分）が１部。小金

井市スポーツ推進計画（案）に対する意見募集が１部。平成２８年

度版 小金井の教育。とうきょうの地域教№１２５、№１２６、図

書館だより 第３７号。小金井市の図書館平成２７年度版。月刊こ

うみんかん №４６３、№４６４、№４６５。花みずき。 

 それから、少し前になりますが、９月に研修に行ったときの、小

平二中の資料を１枚だけお渡しさせていただいています。あと、こ

ちらには書かれていませんが、第２９回多摩郷土誌フェアの案内、

第４２回東京都遺跡調査・研究発表会、第２２回ウオーキングフェ

スタ東京ツーデーマーチの案内があります。 

 以上です。 

 

柴田副議長  ありがとうございました。 

 

石原生涯学習課長 今日、市議会の委員会がございまして、部長と図書館長と公民

館長はそちらのほうの対応で欠席させていただいてございますの

で、よろしくお願いします。 
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柴田副議長  では、１の議題に入らせていただきたいと思います。 

 （１）会議録の承認についてです。 

 お手元に２部、会議録があるかと思います。こちら、お目通しい

ただきまして、ご意見などありましたらよろしくお願いします。 

 

石田委員  これってメールでいただいたものですよね。 

 

小堀生涯学習係長 そうですね。皆さんに一度見ていただいたものを校正して、お

配りしております。 

 

柴田副議長  では、よろしいでしょうか。 

 

（「はい」の声あり） 

 

柴田副議長  では、承認していただきましたので、次に進みたいと思います。 

 （２）生涯学習センター機能についてです。こちらにつきまして

は、狭山の事例が資料としてございますので、まずはこちらをごら

んください。 

 こちらについてお願いいたします。 

 

石原生涯学習課長 前回の会議でも、視察の行き先として、少しご議論いただいた

と思いますけれども、社会教育委員さんからの提言にもございまし

た生涯学習センター、箱物ということには限らず、生涯学習の機能

をどこかに持つべきというようなご提言をいただいてございまし

て、なかなか、事務局のほうでも、今のところ、７階に生涯学習の

情報コーナーということで、チラシ入れを置いたりとか、その程度

までしかできていないというのが現状でございまして、今後、さら

に機能を充実させ、生涯学習センター機能と呼べるようなものをつ

くり上げていくために、どのようなことが必要かということでご議

論いただきたいと存じます。 

 ただ、本日、原嶋議長もご欠席でございますので、皆様がお持ち

の、この前、ご議論いただいたものに加えて、新たにこんな情報も

得たよというようなものがございましたら、ご紹介いただければと

存じます。 

 以上です。 
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柴田副議長  ありがとうございます。 

 生涯学習センターの機能ということで、情報を提供をしたり、コ

ーディネートをするようなセンター機能を持たせるものを設定し

ていくかということについて、前回の社会教育委員の会議で議論し

ていったんですけれども、さまざまな事例の視察というようなこと

も前回提案されておりましたが、それにあわせまして、皆様から何

か情報提供やご意見などございましたらお願いいたします。 

 

石原生涯学習課長 過去にいただいた提言、すべて載せているわけではございませ

んけれども、こちらの３次の生涯学習推進計画の９ページの下のと

ころにも、いつごろ出されたとか、背景みたいなものは少し触れさ

せていただいてございますので、新しく委員になられた方など、そ

ういったところもご参考に拝見していただければと思います。 

 

柴田副議長  狭山の事例は、ＮＰＯ法人が事業を委託されて運営しているとい

うような形態ですか。 

 

石原生涯学習課長 私もこれから、皆さんでご視察に行く前に、ちょっと事務局で

も実際見に行ってみようというというような話はしているところ

なんですけれども、まだ実際に誰も足を運んだ者がおりませんので、

ちょっと詳細はわからないんですけれども、今、柴田副議長が言わ

れたような、この資料を見る限り、そういった委託の、特に指定管

理とかそこまでは書かれてございませんので、委託契約みたいな形

でやられているのではないかなというふうには、この資料から読み

取れますけれども。 

 大体この資料ぐらいのところまでしか把握できていない状況で

す。 

 

柴田副議長  ありがとうございました。 

 

原田委員  これは、そうすると、今年の現地研修というか、それの一つの候

補ということですね。 

 

石原生涯学習課長 そうですね。はい。 
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原田委員  これを拝見して、ＮＰＯ法人の市民の会と一緒にやっているとい

うことと、市民交流センターにその場所があるということに、ひょ

っと目が行ったのですけれどもね。これにヒントを得るとすると、

今、貫井北でなかなか活発にやっているＮＰＯ法人があります。あ

あいうところを一つ核にして、センター機能を持つという方法もあ

るのかなという連想ですね。 

 それから、市民交流センター、せっかく駅前にあるんですが、何

かいい場所は、学生の自習場所になっているみたいな。ああいう使

われ方でいいのだろうかという感想をいつも持っているんですけ

れども、ああいう場所にこういう情報コーナーがあるといいなとい

うようなことも思いました。 

 いずれにしても、先進的にやっているところをぜひ見てみたいと

いうふうに思います。 

 

柴田副議長  ありがとうございます。 

 では、今年の研修候補先の一つというようなご意見をいただきま

したので、よろしくお願いいたします。 

 ほかにご意見などございましたら、お願いします。 

 よろしいでしょうか。 

 

（「はい」の声あり） 

 

柴田副議長  では、この件は、次回も継続審議となると思いますので、何か情

報などございましたら、また次回でもご発言いただければと思いま

す。よろしくお願いいたします。 

 

小堀生涯学習係長 なかなか全体でというのは難しいので、できれば小委員会を開

催して、その中で、なるべく資料とかを集計して、それをまたこち

らの会議に諮ってという形をとれたらとは思っております。 

 

柴田副議長  では、小委員会でまずは話し合いを進めていって、こちらの会議

と連携していきながら進めるという形でよろしくお願いいたしま

す。 

 では、次ですが、議題の（３）第２次小金井市生涯学習推進計画
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の進捗状況調査についてです。 

 こちら、資料がございますのでごらんください。 

 こちらについてお願いいたします。 

 

小堀生涯学習係長 では、遅くなってしまいましたけれども、平成２７年度分の、

２７年度ですので第２次小金井市生涯学習推進計画になりまして、

進捗状況調査をまとめました。こちらは例年と同じやり方になりま

して、担当する事業を持っている課に、それぞれ、平成２７年度、

どういったことをしたかということ、具体的な成果、あとは問題点、

課題等を上げていただきまして、今後どのような方向性で進んでい

くかというところを、各担当部署に回答していただいたものをまと

めております。 

 

柴田副議長  ありがとうございます。 

 では、第２次小金井市生涯学習推進計画の進捗状況調査につきま

して、ご意見がありましたらお願いいたします。 

 

原田委員  これ、表題が進捗状況調査となっていますが、内容を拝見すると、

２７年度分ですから、結果と捉えてよろしいんですか。それとも、

まだこの後、最終結果が出るんでしょうか。 

 

小堀生涯学習係長 いえ、これが最終です。 

 

原田委員  これが最終結果ですか。 

 

石原生涯学習課長 第２次の計画の年度が、２５年度までが、冊子上は計画期間と

なっていたものが、３次ができるまでということで。 

 

原田委員  延長しましたよね。 

 

石原生涯学習課長 ２７年度まで延長しましたので、これが第２次の最終的な施策

の実施状況と捉えていただいて結構でございます。 

 

原田委員  わかりました。 
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柴田副議長  済みません。事業の活性度評価の数値なんですけれども、こちら

は、その担当部局で評価をつけているということでしょうか。 

 

石原生涯学習課長 はい、そうです。担当課の自己点検評価でございます。 

 

柴田副議長  １番と２番は、時期も継続実施となるような仕組みになっている

んでしょうか。 

 

石原生涯学習課長 １番と２番というのは。 

 

柴田副議長  十分成果があったとか、ある程度の成果があったというような評

価。 

 

石原生涯学習課長 そこの今後の方向性のところは、一番右端のところで、必ずし

も、達成度で十分な成果があったことをもって、当初の目的を達し

て終了というようなケースもあるかと思いますので、一番右側の方

向性のところが、今後、継続するのか、拡充するのか、終了するの

かという、そういった評価項目になります。 

 

石田委員  今後の方向性で、１番が持続ですよね。継続ですよね。で、３番

が推進ですよね。継続していくだけであって、推進というのは、よ

り何かをプラスしていくという評価をしているんですかね。継続と

いうのは続けていくということでしょ。推進ということは、推し進

めていくということは、何かをプラスしていくという評価をしてい

るんでしょうか。 

 この評価のことなんですけれども、例えば、１８分の５のところ

で、５８ですか。５９ですか。その評価が、係の人はある程度の成

果があったとしているけれども、皆さんは４番の検討になっている

んですね。検討ということは、やめる可能性もあるということです

よね。 

 ということは、そういう評価で来ていて、検討するときに、ちょ

っと漢字の意味って本当にわからないんですが、推進と言ったら、

何か事業をプラスしてよりよく進めましょうということだと思う

んですけれども、では、予算を追加しているのかということが。 

 これによって、推進だったら予算増とか、継続だったら予算はそ
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のままですよとか、そこまで連係してわかるといいなという私の気

持ちです。 

 検討してやめてしまったら、やめる前にいろいろな意見を聞くこ

とがあるのか。係の人はこれで満足しているのに、検討していくと

いうことは、市民に諮って検討してやめる方向性もあるのか、もっ

と進めるのかという、この言葉のもう一歩先が欲しいという気がす

るんですが。済みません。 

 

柴田副議長  事務局、お願いします。 

 

石原生涯学習課長 平成２５年度に、この第２次の計画を延伸するときに、その平

成２５年度までの集約表をつくられているそうで、今回つけていな

いですし、私が異動する前に前任者がつくっていったもので、かな

り分厚く、これと似たようなものなんですけれども、もっと厚い資

料をつくっていたというふうに記憶しています。 

 そのときに示した継続・拡充・推進というところの、説明じゃな

いですけれども、皆さんに感覚的にわかっていただくために、矢印

をつけていましたね。 

 

石田委員  ええ、覚えています。 

 

石原生涯学習課長 継続というものは、水平の矢印がついているので、全く前年と

何ら変わらずに、同じこと、同じ規模、同じ力の入れ具合で行って

いくというのが継続で、それから、拡充というのは、これが多分、

一番上に角度が急な、急上昇のカーブで矢印をつけていて、きっと、

予算的にも事業規模的にも充実させていくというような、そういっ

た感覚を示すものとして拡充という矢印がついていて、それで、推

進というのは、拡充ほどではないけれども、継続よりは上向きの矢

印がついていくということで、あまり予算的なところは充実を図っ

ていかないのかもしれないですけれども、一定の力の入れ方とか、

より工夫をして、去年よりもよりよいものとか、より多く参加して

いただけるようにというようなことをやっていくというのが推進

という位置づけだったのかなと思って。 

 検討というところは、やめるというのも検討の結果なんでしょう

けれども、また違った形に、全くガラッと、拡充でも推進でもなく、
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制度を変えたり、目的を変えたりとかする必要があるんじゃないか

というものが検討で、そのときに市民の意見を聞くかどうかという

のは、その事業の規模とか性質とかに応じてかなと思っていまして、

生涯学習の事業ですと、いろいろ市民の協力を得ながら、ボランテ

ィアの方をお願いしながらやっているような事業などもあると思

いますので、そういったときには、そういった関係者の話を聞き、

あと、利用者に影響が大きなものについては、利用者側の市民の意

見なども聞いて、新たな制度にしていったり、やめていったりとか、

そういう意味合いであったと思っています。 

 

石田委員  済みません。思い出しました。ありがとうございます。 

 

柴田副議長  ほかに御意見がございましたら、お願いします。 

 では、少しよろしいでしょうか。 

 ５ページ目の、例えば、№６０という事業なんですけれども、サ

ークルの案内というんですか、生涯学習に関連するところで、生涯

学習情報の市民への提供ということですが、これ、推進というふう

になっていますが、これを先ほどの議題の２番の生涯学習センター

機能というようなところと関連させて、例えばこれからここの小委

員会で考えていくというような方向性ということで推進していく

というような意味もあるんでしょうか。この推進というのは。 

 

石原生涯学習課長 そうですね。おっしゃるとおり、やはりこの部分で充実させて

いかなければならない部分であるので、柴田副議長がおっしゃられ

たように、小委員会で検討していくときに、こういった部分を念頭

にというか、そういった形でここからいかに広げていくかというと

ころでご議論いただければいいかなとは思っています。 

 それと、あと、私どももできるところから始めようということで

考えていまして、例えば登録団体さんなど、個人情報なども入って

いるので、今まではカウンターの中に置いたりとかしてコピーでき

ないようにということにはしているんですけれども、出していいメ

ールアドレスであるとか、ファクシミリ番号であるとか、そういう

ものを確認しながら、出せるものは出して、複写というのはなかな

か、代表の方も毎年変わったりとか、氏名なども変わったりするの

で、複写するということはなじまないんですけれども、誰でも手に
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取って、見て、それで自分が必要なところは書き写していただける

ように、生涯学習の情報コーナーのところに、そういった登録団体

の情報なども置くようには、２７年度中にしたりもしていますので、

そういったところから、ただ継続しているのではなくて、推進して

いるというような書き方をさせていただきました。 

 

柴田副議長  わかりました。ありがとうございます。 

 ほかにご意見などがございましたら、お願いします。 

 特に今なければ、またメールなどでお伝えしていただくというこ

とでよろしいでしょうか。 

 

（「はい」の声あり） 

 

柴田副議長  では、次に議題の（４）番に進めたいと思います。第３次小金井

市生涯学習推進計画の評価についてということです。 

 こちらの冊子ですね。資料はございませんので、この冊子をごら

んください。 

 では、事務局のほうからお願いします。 

 

石原生涯学習課長 ５０ページに、第３次の評価のチャート図、図表が示されてお

りまして、第３次の計画の施策については、こういった進捗状況調

査というのを継続してやっていくというような評価方法も考えら

れますし、あるいは、第３次の特徴として、重点的に行う重点プロ

ジェクトというようなことで、施策を、過去こういうふうに全て並

列的に並べた形ではなく、幾つか上位計画などでも取り上げられて

いる施策を中心にピックアップして、重点プロジェクトの施策も出

していますので、重点プロジェクトについてはもう少し掘り下げた

評価をしていって、施策については、数値というか、実際どのぐら

い事業が行われたとか、そういったことを拾う程度にとどめるであ

るとか、評価手法については、計画にそこまで詳しくは書き込んで

いないので、幾つか考えられる手法があるかなというふうに思って

ございまして、今回、第２次の評価のほうもお願いしたところで、

ちょっと関連づけして、第３次の評価についてもご意見をいただき

たいと思ってございます。 

 ちなみに、他の計画の例で、例えば、のびゆくこどもプランとい
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う、子供施策を扱っている計画があるんですけれども、そういった

中では、同じような進捗状況調査というのを、こういうのをつくっ

ているんですけれども、これをページごとに会議３回ぐらい使って

質疑をしたりして、意見を出したりしているというような委員会も

ございます。ただ、そこは、毎月ほとんど会議が行われているので、

この社会教育委員の会議の回数の中で、どういった評価手法が効率

的で効果があるかというところでご意見を賜ればと思います。 

 以上です。 

 

柴田副議長  ありがとうございました。 

 では、皆様、ご意見をお願いいたします。 

 

小山田委員  今、石原課長からお話がありましたが、やはり限られた時間の中

で評価をしていくというところでいきますと、その重点プロジェク

トというのをつくったので、そのときの策定のほうにも関わらせて

いただいていましたので、やはりこの重点プロジェクトがどのよう

な形で進められているか、推進されているかというようなところを、

やはり重点的に評価していただくという方向が好ましいかと個人

的には思いました。 

 

柴田副議長  ありがとうございます。 

 重点プロジェクトを中心に評価を進めていったほうがよいとい

う意見ですけれども、ほかの委員さん、いかがでしょうか。 

 

原田委員  私も同感ですね。この委員会で、この重点プロジェクトについて

は、かなり分厚い議論をしたという記憶がありますので、ぜひこれ

を軸に評価をしていったらいいと私も思います。 

 

柴田副議長  ありがとうございました。 

 では、その方向性で評価の方法を進めていきたいということでよ

ろしいでしょうか。 

 

（「はい」の声あり） 

 

柴田副議長  ありがとうございます。 
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石原生涯学習課長 ちょっと事務局のほうでも、突っ込んで評価する中で、どうい

った形で皆様方にお見せするのがいいのか。フォーマットなどもほ

かの施策などで使っている評価表みたいなものも取り寄せて、それ

も、生涯学習センター機能以外に議論するお時間があれば、そうい

ったところも、こういった評価の方法はどうかというようなところ

も、小委員会の中でご一緒に考えさせていただければと思います。 

 

柴田副議長  ありがとうございました。 

 では、次に進めたいと思います。（５）その他です。①ですが、

第５８回社会教育研究大会千葉大会・第４７回関東甲信越静社会教

育研究大会の報告を佐野委員よろしくお願いいたします。 

 

佐野委員  私、レポートを書いて提出して、皆さんに今日は配付できるのか

なと思ったら、この中に入っていないので、思い出さないといけな

いのかなという気がしますけれども。 

 

小堀生涯学習係長 お配りしていいものかどうかというところがあったので、済み

ません。今日、１部だけ持ってきたんですけれども、では、コピー

して皆さんにお渡しします。 

 

佐野委員  皆さんに一応お渡しして、それを読んでもらえればいいのではな

いかなと思ったんですけれども。 

 

柴田副議長  ありがとうございます。 

 それでは、今、佐野委員が作成してくださった資料を配付します

ので、少々お待ちください。 

 

佐野委員  何かありましたら言っていただければ。 

 

柴田副議長  では、その間に、②に進めたいと思います。平成２８年度都市社

連協の交流大会・社会教育委員研修会につきまして、出席者の方、

ご意見、ご感想などお願いいたします。 

 城委員と原田委員お願いします。 
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原田委員  交流大会の後半の研修会で、それの感想を少し申し上げます。 

 立川にあります、極地研究所の所長さんの講演ですね。２時間ぐ

らいたっぷりとお話をいただきました。 

 私とほとんど同年代の方のお話だったので、興味深く聞いたんで

すけれども、小学生のころに南極探検が始まって、学校で募金をし

たりして夢を膨らませたというところから始まって、今日の研究に

至るお話だったんですが、５０年前ぐらいの日本というのは、科学

技術とか未知のものに対する夢というのがすごく豊かだったんだ

なということを思い出しました。 

 一方で、現在はどうなのかというのを講演を聞きながら思ってい

て、講師の先生に私は質問したんですが、今、子供たちはあまり夢

がなくて、後継者づくりが大変でしょうと聞いたら、いや、そうで

もないんだと、この分野は必ずこういうことに興味を持つ人がいる

から大丈夫なんですというふうに力強くおっしゃっていましたけ

れどもね。 

 ただ、やはり、すぐには役に立たないんだけれども、知らないこ

とを知りたい、行ったことがないところに行ってみたいという気持

ちを、どうやって子供たちの中で育むかというのが大事だなという

ことを、この研修会の講演を聞いて感じました。 

 以上です。 

 

柴田副議長  ありがとうございます。 

 では城委員お願いいたします。 

 

城委員  私も南極のお話があったときに、すごい興味がわきまして、そし

てそこに南極の氷も持ってきていらしたんですね。それで、、そう

なんだということを私も今まで知らなかったので、子供たちに、や

はり、全世界は大きいよということとか、それに向かって、今すぐ

役に立たなくても、将来的に何か希望を持たせるようなものがある

なというのを私もすごく感じまして、こういうお話を聞くのもいい

なというのをすごい感じました。 

 小金井市の子供たちも、そういう大きなことに加担できるような

ことがあればいいなというのを感じました。 

 

柴田副議長  ありがとうございます。 
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 極地研究所の所長さんのお話ということでしたので、どういう話

なのかというふうに、私は出席できなかったので興味を持っていた

んですけれども、今、原田委員と城委員からお話をいただきまして、

子供に目標とか大きな夢を持たせることの大切さとか楽しさみた

いなのが伝わってきたような気がします。 

 では、その他ですけれども、こちらに記載されていませんが、ブ

ロック研修のご報告もあわせてお願いしたいと思います。武蔵野プ

レイスでの。 

 では、こちらは、小山田委員お願いします。 

 

石田委員  私も出席しました。 

 

柴田副議長  では、石田委員お願いします。 

 

石田委員  武蔵野プレイスを私は気にしながら横を通ってもいたんですが、

中を詳しく見たのは初めてで、すごく興味深くて、施設の大きさと、

それから充実しているなと思って。 

 小金井にも欲しいなという反面、もう少し、こういうところが欲

しいとか、自由に使える部屋とか、申し込めばできるとか。 

 それから、そのルームを１年間契約できて、普通の事務所を借り

るより安い金額で借りられるような部屋もありまして、そうすると、

一般の人たちもそれを利用しているようなところもあって。 

 ただ、小金井にはもう少し、会員が自由に使える多目的なところ

とか、貸し事務所ではないけれども、今はなくなってしまったんで

すが、社会教育、社教にロッカーだけありまして、そのロッカーを

契約して借りると、その部屋が空いていれば借りられるというよう

な部屋があったんですね。今はないんですが、小金井がもしこうい

うのをつくったら、取り入れてほしいなと思いながら。 

 ただ、とても親子連れが多かったですね。そして、小さい子を乳

母車に乗せた人たちも結構いて、食事ができるコーナーもあったし、

いろいろあったしということで、利用者はとても多いなと。 

 ですから、小金井で図書館とかそういうのをつくるときに、こう

いうふうに利用者が多いような立地条件、そしてまた中の内容、そ

ういうのはもっと検討して、私も図書館にこの委員会から行かせて

いただいていますので、そういう意見を図書館に言うこともあるん
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ですが、もっと図書館が欲しいという声を、大きい声でいきたいと

いうことを感じながら見学してきました。 

 私のためにはなったなと思っております。 

 

柴田副議長  ありがとうございました。 

 

原田委員  私も見学してびっくりしたんですけれども、いいですか。 

 

石田委員  どうぞ。 

 

原田委員  図書館って、普通は静かにしてなきゃいけない、それから物を食

べちゃいけないとかね。大声を出しちゃいけないとかという常識が

ありますよね。それ、全部覆しているわけですね。食べながら読め

る。それから、子供たちは、しゃべりながら本を読むコーナーがあ

るとかね。それから、音楽をする部屋もあったかな。それから、独

占しちゃいけないというのも常識だけれども、独占できるというこ

とで、常識を覆す図書館だなと思ってびっくりしましたね。 

 

柴田副議長  お子さんとか若者の居場所というところに力を。 

 

原田委員  そうですね。だから集まるんですね。 

 

柴田副議長  ありがとうございます。 

 ほかに何かご感想など述べていただける方、いらっしゃいますか。 

 よろしくお願いします。 

 

城委員  私もすごくいいなと思ったので、即、会員になって、もう借りに

行って、何回か行っているんですけれども、いつもすごい人が多い

んですね。小金井の図書館に行ったときよりも、本の並べ方もちゃ

んと同じジャンルでも年代に応じた置き方をしているんですよね。 

 例えば、私、済みません、個人的であれなんですけれども、あさ

のあつこをすごく好きなので読むんですけれども、それは、ちゃん

と子供のコーナーにもあり、それから大人のコーナーには、子供の

コーナーじゃないところのあさのあつこの書いている本を別に置

いてあるんですね。 
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 普通、あさのあつこだったら、あさのあつこの本をいっぱい羅列

してあるんですけれども、中高校生向きのところと大人向きのとこ

ろがあるので、子供を連れていったときにとてもわかりやすいかな

というのがあって、私もすぐ、親戚が武蔵野市にいるので、その人

に、すごくいいから、あそこで勉強するのもいいし、本を探すのも

すごく探しやすいわよということを勧めたんですけれども、それか

ら行っているらしいんですが、小金井にも、もうちょっと図書館の

使いやすい使い方というのがあればいいなというのをすごく感じ

ました。 

 食べるところや、そういうところは、あれば、より１日いられる

んですけれども、それよりも、本の並べ方、それから学生や子供た

ちがすごく行きやすいやり方というのがいいなというのをすごく

感じました。 

 

柴田副議長  ありがとうございます。 

 子供のコーナーと大人のコーナーが分かれていないところが異

色というふうに、今。 

 

城委員  そうですね。 

 

柴田副議長  いいですね、それも。学童期の子供を図書館に連れていったとき

には、そんなに親御さんがつきっきりでいることもないので、子供

のコーナーに大人の読む本もあれば、同じスペースに、子供が好き

な本を読んでいる間はいるというメリットもあるということです

ね。 

城委員  はい。 

 

佐野委員  私、その研修会には参加できなかったんですけれども、青少年健

全育成で、あそこへ見学に行きたいと思って、視察をちょっと私、

やったんですね。そのときに、あのロケーションなんですけれども、

建物も確かに中は充実していますけれども、あそこの前に広場があ

って、だから、何ていうんですか、小金井の場合だと、そういうス

ペース的なものがちょっと乏しいので、そういうスペースが取れな

いというのがあるのかもしれませんけれども、そういう点で、ゆっ

たり、本当に安心してそこが使えるという、そういう一つのロケー
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ションができ上がっているので、いろいろなところから視察に見え

たりしているんじゃないかなというふうには思いました。 

 それで、私が上から下まで案内していただいた方が、小金井在住

の方なんですね。ちょっとお名前を忘れちゃったんですけれども、

小金井から来ましたと言ったら、私、小金井に住んでいるんですよ

って言われたんですけれども、何かの縁にお話を聞かせていただい

たらいいのではないかなとちょっと思いました。 

 小山田さんの講演が聞けなくて、申しわけなかったというふうに

思います。 

 

柴田副議長  ありがとうございました。 

 

小山田委員  じゃあ、私も。 

 施設のほうは、本当にすばらしい、充実した施設で、地下に青少

年の居場所という、自由にいつでも来ていられるという場所がある

というのが、一番売りというか、なかなかほかの市、ほかにはない

かなと思いまして、本当に自由に座って、何でもしゃべったり、い

ろいろなことができるというスペースがあるのはいいなと思いま

した。 

 小金井のほうも、先ほど原田委員もおっしゃいましたが、交流セ

ンターのところは、やはり皆さん勉強をしていて、武蔵野プレイス

はそれが、勉強するスペースみたいなのがあるので、やはりみんな

静かに勉強するスペースを若者たちも求めているんだなというの

はすごく思いました。 

 私の発表のほうは、北町公民館と図書館のその後の様子というこ

とでお話をさせていただいて、利用者も本当に増えているし、いろ

いろなサービスが、やはり、市民のＮＰＯがやっているからこその

視点で、結構いろいろな企画をやったりしているというお話をさせ

ていただいて、青少年コーナーも、それこそ武蔵野プレイスほどで

はないんですけれども、一応ちょっとしたコーナーということも、

北町公民館のほうは力を入れて、そこもやはり、皆さん勉強に来て

いたりするという感じで、夏休みとかは朝から場所を取りに来て、

本当に勉強されているので、そういうスペースがもっと小金井にも

あればよいのかなというのは思いました。 

 あとは、ほかの市のほうの発表もいろいろ充実しておりまして、
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それぞれの市のリソースを使って、どんなことをやっているかみた

いなお話だったんですけれども、本当に各市それぞれ特色があって、

皆さん、すごいパワーポイントですばらしい発表をされているとこ

ろもあれば、いろいろだったんですけれども、中学生の居場所づく

りを社会教育委員のほうでつくっていこうみたいなところもあっ

たりとか、あとは大がかりな市のいろいろなイベントとか、そうい

った企画のようなところとかにも、社会教育委員のほうもそういっ

たいろいろな視点を持って見ているというお話もあったので、私ど

もも、今後、社会教育委員として、原嶋議長も前におっしゃってお

りましたけれども、何かこう、社会教育委員として今後どういう活

動というか、何か市の課題を見つけたりとか、何かそういった動き

みたいなようなことも、やはりできるといいのかなというのをちょ

っと思いました。 

 

柴田副議長  ありがとうございます。 

 武蔵野プレイスのご報告をしていただいた方々、ありがとうござ

いました。 

 最後に小山田委員がおっしゃったように、社会教育委員として小

金井市にある課題。今、幾つか、若者の居場所づくりというような

お話をあげていただきましたが、こういうことに何か提言というか、

実際に取り組むことがこれからできればというようなところだと

思います。 

 ③その他ですけれども、そのほかに何かご報告などある方、いら

っしゃいましたらお願いいたします。 

 

石原生涯学習課長 佐野さんの報告書を配付させていただいたので、何か補足があ

ったりとか、お聞きしたいところがあれば。 

 

柴田副議長  では、よろしくお願いします。 

 

佐野委員  一言だけいいですか。 

 

柴田副議長  はい。お願いします。 

 

佐野委員  最後のほうに書いてありましたけれども、会長の挨拶の中に、地
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方創生の時代ということをおっしゃっていたんですね。これが本当

に、ここに書きましたけれども、要するに社会教育行政の出番なの

ではないか。本当にここに集約されるんだなと。 

 地方の方の発表は、本当にすばらしいものがたくさんあるので、

しっかりと学んでいかなければいけないのかなというふうに思い

ました。 

 こういうところに行くと、本当に自分たちというか、自分が知ら

ないいろいろな方と意見交換ができるので、参加する意義がすごく

あるなといつも思います。 

 

柴田副議長  ありがとうございました。 

 

原田委員  少し詳しく教えてほしい。 

 

佐野委員  詳しく。覚えているかな。 

 

原田委員  高校生レストラン「まごの店」というのは、高校生がつくって高

齢者に食べてもらうんですか。 

 

佐野委員  そうですね。高齢者だけではなく。 

 実際に高校生が運営しているんですよね。 

 

原田委員  運営して。料理をつくるのも高校生。 

 

佐野委員  その前に、やはりそういう下地は確かつくってあげたと思うんで

すね。それを高校生が継続してやっているということだと思います。

すごくアットホームないいあれだというふうに聞きましたね。 

 

石原生涯学習課長 結構、地方創生とかで、いろいろな地方の高校の、例えば農業

とか水産の高校などが、地元の食材とかそういうものを使って、土

産品をつくったりメニューをつくったりとか、そういった活動をさ

れている高校って、東京ではあまり聞かないかなと思いますけれど

も、地方はそういう話があるみたいですね。 

 

原田委員  ちなみに、この「まごの店」はどこの地域ですか。 
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佐野委員  三重県だったと思います。 

 

柴田副議長  コミュニティービジネスというか、まちおこしとか村おこしの発

想で、若者が社会教育の場に入ってきているという事例で、興味深

く思いました。 

 

石原生涯学習課長 小山田さんがやられている、まちカフェでしたっけ。何カフェ

でしたっけ。 

 

小山田委員  まちのカルチャーカフェですかね。 

 

石原生涯学習課長 ああいう中でも、小金井のまちおこし協会などが、小金井の資

源は教育だということで、今まで観光とかをやっていた公的なとい

うか、公益団体が、小金井の教育力みたいなものを売りにして、多

摩の地域でつながっていきたいみたいなのも、小山田さんからご紹

介されていたものも少し関係するところがあるかななんて思いま

して。 

 

小山田委員  そうですね。 

 

原田委員  学芸大の中にあるやつですか。 

 

小山田委員  学芸大の中にあるんですね。 

 

原田委員  ああ、なるほど。 

 

柴田副議長  では、せっかくなので、小山田さんお願いします。 

 

小山田委員  ではＰＲを。 

 今、石原課長もおっしゃっていただきましたけれども、地方創生

ということで、小金井も地方創生の取り組みというのをやっていこ

うということで、ちょっと今、小金井の場合は、それが経済課と観

光協会のほうにその話がおりておりまして、それで、まちおこしと

いうか、経済活動も含めて、小金井にどういう特色がというところ
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で、大規模なリーサスという大調査をした。それは国のほうでやっ

ている調査があるらしいんですが、その結果、小金井は、教育に非

常に関心がある方々が多い町であるということで、教育的な特性を

持った、何かまちづくりというところができないかというような話

が、実は今、まさに上がっているところで。 

 具体的に、今後、来年度から、行政の方や、それこそ学校の関係

者だったり、企業の方、市民の方とか、いろいろな方々が集まって、

定期的に話し合うような場をつくっていけたらみたいなことを、今

ちょうど考えて企画をしているようなところで、学芸大学と、私の

ほうで今関わっているＮＰＯのこども未来研究所も一緒に話をし

ていきましょうというようなことになっていまして、それで話し合

いをしているんですが。 

 その中では、このまちのカルチャーカフェというのも、学芸大学

の中にあるカフェで、教育という、そんなに教育だけの話はなく広

い感じで教育的なエッセンスみたいなことで、平らにいろいろな話

ができればというようなことで、月１回、毎回いろいろなテーマを

考えて、大学の先生とゲストの方に来ていただいたりというような

感じで話し合ったりしているというようなことも始めているとい

うことで、これも今後も毎月１回やる予定ですので、ちょっと教育

をおもしろいところから見てみたいなことでやりますので、またよ

ろしければぜひお越しいただけたらと思います。 

 地方創生が今、本当に、教育的特性のほうに来ているので、ちょ

っと来年度からそういう話し合いの場にも、また皆さんも参加して

いただけるようなこともあると思うので、そういうことはまた情報

として、社会教育委員の皆さんにもお伝えして、ぜひ参加していた

だいたりして、教育といっても本当に広いんですけれども、やはり

今出ているのは、乳幼児から高齢者までの、本当に生涯を通した教

育ということで、この小金井が豊かなまちづくりをできたらいいん

じゃないかと。 

 実際、皆さん、教育に関心の高い方が特化して多いというのも、

データとして本当に出てきているというところがあるので、そのあ

たりでまた社会教育委員の皆様にも、何かお力添えをいただいて、

何かいろいろと考えていけたらと思いますので、またよろしくお願

いいたします。 
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柴田副議長  ありがとうございました。 

 今、お手元に資料を配っていただいたんですけれども、これ、学

芸大の中の図書館のノートカフェという１階のスペースでの講座

のご紹介ということです。 

 

原田委員  これ、どういう人たちが参加されますか。この時間だと。 

 

小山田委員  やはり、お子様が小さい方はなかなか厳しいような時間帯なので、

仕事をされている方で仕事帰りに寄っていただいたりとか、企業に

お勤めの方もいらっしゃいますし、地域でいろいろな活動をされて

いる、市民活動をされている方ですとか、あと学生も割と参加して

くれたりしまして、いろいろな立場の方が。 

 また、それこそ、テーマによって集まる方が違うので、それはそ

れでまたおもしろいですね。 

 

原田委員  学生と社会人の割合はどれぐらい。半々ぐらいですか。 

 

小山田委員  いや、学生は少ないです。学生は今のところ１割ぐらいで、それ

こそ、その回によって割と来るような、仕事づくりとか働くという

ようなテーマでやったときは、結構学生が来たりしていまして。 

 学生も、皆様と一緒に輪に入って一緒に話すという感じで話して

いますので。 

 

原田委員  これ、時間設定がいいですよね。これ、昼間だと、高齢者ばっか

りになっちゃうでしょ。逆にこの時間だといろいろな世代が集まる。 

 

小山田委員  そうですね。ただ、ちょっと子育て世代の方が、やはり参加しに

くい時間なので、そのあたりもまたちょっと、時々はスペシャルで

土曜日とか日曜日とかのお昼にやれたらいいのかなとか、そうする

とお子さんが小さい方も来てもらえるかとか、そんなこともまた考

えたりしています。 

 

柴田副議長  ありがとうございます。 

 昨日、学生とも話していたんですけれども、宗教と教育と、しつ

けとか道徳の教科化というようなことにもつながっていて、すごく
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おもしろいテーマなんだろうなというふうに思いましたけれども、

やはり、子育て世代の方が参加できないのがちょっと残念かなと思

いますね。 

 

小山田委員  そうですよね。時間帯も保育もちょっとないというような、場所

もちょっとできない感じがするので、そこはちょっと課題として、

また考えて対応したい。 

 

柴田副議長  ありがとうございました。 

 そのほかに、情報提供などございましたらお願いいたします。 

 よろしいですか。 

 では、２の報告に移りたいと思います。 

 （１）平成２８年度成人の日記念行事の開催報告についてです。

事務局、お願いいたします。 

 

小堀生涯学習係長 社会教育委員の皆様にも、来賓として来ていただきましてあり

がとうございます。 

 平成２８年度は、初めて２部制という形をとらせていただきまし

て、対象者数が１,２０７人だったんですけれども、参加者数が７

０２人。割合でいうと５８.２％の参加となりました。１部と２部、

ほぼ同じぐらいの対象者数となりまして、参加人数もほぼ同じで３

５９人と３４３人ということで、時間や配置等ありましたが、滞り

なく式典が無事できたことをご報告させていただきます。 

 ありがとうございました。 

 

柴田副議長  ありがとうございました。 

 では、（２）小金井市スポーツ推進計画の案についてです。こち

らも引き続きよろしくお願いします。 

 

石原生涯学習課長 現在、１月の２５日までの期間で、市内の施設、ホームページ

などで、小金井市のスポーツ推進計画案の意見募集をしてございま

す。 

 こちらは、小金井市として初めてスポーツ推進計画というのを策

定することにいたしまして、ことし１年かけて計画の策定委員会と

いうのを設置いたしまして、各スポーツ団体さんですとか、介護団
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体さん、それから障害者関係の方などの策定委員さんに意見をいた

だきながら案をつくってまいりました。 

 計画の主要なところとしては、５ページのところに、東京都自体

は、都内のスポーツをする人を７０％にというのを目標に、今、計

画を進めているところでございますけれども、小金井市はちょっと

計画の期間が短いというところで、平成３２年度までに６５％のス

ポーツする人の実施率を目指していきたいというふうなものを大

きな目標とする計画として、今、意見を募集しているところでござ

います。 

 雑駁ですが、報告は以上です。 

 

柴田副議長  ありがとうございました。 

 では、（３）その他ですが、何かございますでしょうか。 

 

石田委員  成人式について、成人式の手伝いということでソロプチミストが

関わらせていただいております。 

 そして、成人式に皆さん、女の人たち、ほとんど振り袖だったん

ですが、ショールを皆さんしてくるんですね。そしてショールがコ

ートと同じだということがわからなくて、皆さん、ショールをつけ

た写真とかそういうものを見ているので、ずっとつけていなきゃい

けないという感覚なんですね。だから、これはコートと同じなので、

お席についたら取ってねということを会員が入ってくる女の子た

ち全員に言った。そうすると、舞台の上から見ていると、皆さんの

様子が逆に見えます。そうすると、ショールをしている子が５、６

名でした。あと、みんな胸元のきれいな襟元が見えて、こちらから

見たときもきちんと絵になっていたので。 

 そして、舞台に行ったら、司会をしている女の子が２人、ショー

ルをまだ巻いたままなので、じゃあ誰が言いに行こうかと言ったら、

ソロプチミストのたすきをかけているから、あなた行ってらっしゃ

いと城さんに言われて、これはコートと同じだから、司会をすると

きには外してねと言って説明すると、みんな、初めてそこでそうい

うものなんだということがわかるんです。 

 ですから、やはり、親たちが、着物を着ていたけれども、そうい

う教育を受けていない時代になってきたんだなと。おじいちゃん、

おばあちゃんと生活している方も少なくなってきた。おじいちゃん、
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おばあちゃんがいたら、多分、これは中に入ったら取りなさいよと

か、歩き方はこうしなさいよと教えていたと思うんですけれども、

そういうことができていないので、着方を着せられたとおりに歩く

ので、本当にちょこちょこ、ちょこちょこというような歩き方をす

る。そうすると、後ろからトンと突かれたら転んでしまうんじゃな

いかというような、ハラハラするような感じでした。 

 なので、ちょっと端に振袖の新成人さんを引いて、ちょっとこう

いう歩き方をするといいのよって教えてあげると、うわーってみん

な声を上げるんです。今まで自分が歩いていた歩き方が、教えられ

た途端にすっすっとお草履でも歩ける。 

 だから、そういう教育を、私たちがここで教えているだけでも、

多少役に立ったのかなと思います。 

 男の子たちで袴がずらずらになったので、直してくださいって来

た子もいるんですけれども。 

 でも、まあ、毎年させていただいていて、やはりこれは必要なこ

とかなと思いながら、楽しんでやらせていただいています。今年は

３０人から３５、６人の子に、着物のずれを直したり、いろいろし

ていました。 

        報告は以上です。 

 

柴田副議長  ありがとうございました。 

 人生の先輩が貴重な助言を新成人にされていたという。 

 

城委員  私も着物を着た方がショールをしているのが多いので、さっきか

ら司会をする方が全然外されないから、どうなんだろう、私が言い

に行ってもいいのかなというのがすごくありましたよ、反対側に座

っていますし。石田委員がこれを持っているから言ってくるわって

言ってくれて。 

 

石田委員  たすきをしていました。 

 

城委員  会場で着物を着た新成人たちが着方等を教えていただくという

のはすごくいいと思うんですね。 

 そのほかに、私もお花を生けて、今年、初めてだったんですけれ

ども、副実行委員長の男の子がお花を生け終わった後の片づけをす
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るときに、お花よかったですって言ってくれたんです。私、初めて

聞きました。そうなのって。僕、欲しいんですけど。胸のポケット

チーフにしたいんですけれども、つくってくださいって言われたん

で、じゃあ、どれがいいって言って、そのときに選ばれたのがボケ

だったんですね。普通だったら、女の子たちはカスミソウとかきれ

いなのを選ぶんですけれども、ボケって言われたんで、ポケットに

しみがついたらいけないと思って、すぐ紙に包んで挿してあげたん

ですね。 

 そうしたら、もう１人男の子がまた来て、僕もつけてくださいと

か言われたんで、やはりこういうところでお花を鑑賞して、見てく

れて、そしてしかも自分がつけたいという感情を持ってくれたこと

がとてもうれしかったので、やはりこれは必要なことなんだなと思

って、私も、初めて自分たちで来られたんでびっくりしました。 

 しかも、その男の子は少し茶髪だったので、こういう子たちはす

ごい感性があるんだわというのをすごい感じて、お花を生けていて

よかったなって、ほんの小さなことなんですけれども、思いました。 

 ありがとうございました。 

 

柴田副議長  ありがとうございました。 

 すごい温かな雰囲気が伝わってきますね。 

 では、ほかに何かございましたらお願いいたします。 

 よろしいでしょうか。 

 では、本日の社会教育委員の会議はこれで締めさせていただきた

いと思います。 

 お疲れさまでした。 

 どうもありがとうございました。 


